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昔前

叢

米
債
と
刷
枯
と
由
刷
係
に
就
て

(
第
一
観

第
二
十
一
巻

~g 

凹

四
四

米
慣
ミ
闘
税
之
の
関
係
に
就
て

(
下
)

嗣

郎

河

田

四

閥
視
さ
輸
入
米
債

我
倒
に
於
り
る
外
国
米
輸
入
関
税
が
、
米
煩
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
ら
ん
潟
め
仁
は
、

そ
が
外
闘
よ
り
の
輸
入
米

に
岨
到
し

τ及
ぼ
す
影
響
己
、
そ
が
内
地
産
米
に
劃
し

τ及
ぼ
す
影
響
ぜ
を
、
匝
別
し
て
探
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

そ
れ
を
潟
す
に
就
い
て
は
、
叉
更
に
、
そ
が
外
岡
米
の
産
地
市
場
に
於
け
る
煩
格
に
謝
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
所
あ

る
や
否
や
を
も
改
築
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
畑
山
1
先
づ
ぞ
の
最
後

ω
方
面
か
ら
窺
ふ
こ
己
、
す
る
。

我
闘
に
輸
入
古
る
、
外
岡
米
の
大
部
分
は
、
英
領
印
度
、
保
傾
印
度
及
起
羅
よ
h
供
給
さ
る
、
の
で
あ
る
が
、

此
等

ω地
方
よ
h
我
闘
に
向
り
輸
出
せ
ら
る
、
米
穀
の
量
は
、
其
の
生
産
総
量
に
謝
L
て
比
較
的
僅
少
の
部
分
ド

嘗
る
仁
過
ぎ

F
る
は
勿
論
の
ζ

吉
、
其
等
の
地
方
よ
h
せ
ら
る
、
総
輸
出
量
仁
謝
す
る
比
較
の
上
よ

h
之
を
見
る

も
、
や
は
b
あ
ま
b
大
い
な
る
部
分
を
占
む
る
に
足
ら
向
。
従
て
我
闘
に
於

τ此
等
諸
地
方
よ
b
の
輸
入
米
に
謝

し

τ禁
止
的
な
重
税
が
諜
せ
ら
れ
其
の
結
果
日
本
へ
の
総
入
が
杜
絶
す
る
如
き
こ
ピ
の
無
い
限
h
は
、
我
園
の
総

入
闘
殺
の
縛
め
に
、
此
等
の
地
方
に
於
け
る
米
舗
が
直
接
に
多
大
の
影
響
を
受
〈
る
こ
正
は
あ
り
得
な
い
。
我
困

『重量i圏ノ研究』入三頁以下
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に
封
し
て
多
額
の
輸
出
の
行
は
る
、
場
合
Z
然
ら
F
る
場
合
さ
で
は
、
勿
論
比
等
輸
出
地
に
於
け
る
米
債
に
多
少

ィ
、
高
低
の
差
を
生
す
る
こ
ご
あ
る
ぺ
き
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
所
だ
が
、
共
の
輸
出
量
の
多
少
は
、
我
闘
に
於
け

Z
輸
入
関
税
の
本
否
や
高
低
に
依
っ
て
左
右
せ
ら
る
、
、
所
よ
h
も
、
我
岡
内
の
米
穀
生
産
服
況

ω豊
凶
如
何
に
依

て
左
右
せ
ら
る
、
所
多
き
を
忠
は
な
〈

τは
な
ら
ぬ
。

然
か
も
我
闘
に
在
つ
て
は
、

よ
ほ
ど
豊
作
の
年
は
別
ご
し
、
普
通
の
年
に
は
何
桂
か
す
、
は
必
中
外
国
米
の
総

入
を
錯
す
必
要
ゐ
b
、
内
地
産
米
正
朝
鮮
及
墓
地
よ
b
の
移
入
米
己
だ
け
で
は
、
内
地
縮
需
要
を
充
し
得
F
る
賞

般
に
ゐ
る
-
次
第
な
れ
ば
、
た
ご
へ
輪
入
米
関
税
の
存

L
叉
そ
の
率
の
高
め
ら
れ
た
る
際
に
も
、
依
然
苦
し
て
幾
子

量
か
の
輪
入
は
行
は
れ
、
之
に
依
て
生
宇
る
輸
入
減
の
震
め
に
、
輸
出
地
に
於
げ
る
米
債
が
抑
腿
せ
ら
る
、
所

は
、
異
に
僅
少
に
過
ぎ
ざ
る
ぺ
き
を
否
定
し
難
い
w

O

同
械
に
叉
関
税

ω見
除
又
は
低
減
の
縛
め
に
総
入
が
奨
附
せ

ら
れ
、
其
結
果
ご
し
て
轍
出
地
米
債
の
刺
戟
き
れ

τ騰
貴
す
る
所
も
僅
少
に
過
ぎ
ざ
る
を
信
じ
得
ぺ
き
理
由
が
あ

so
這
問

ω事
情
に
つ
い
w

て
は
、
私
が
前
論
文
に
之
る
論
示
し
セ
所
ご
今
H
Z
多
〈
の
相
違
ゐ
る
筈
は
な
い
γ

。

試
に
、
明
治
三
十
八
年
初
め
て
米
穀
輸
入
閥
枕
の
創
定
せ
ら
れ
て
以
来
、
大
正
十
二
年
に
至
る
ま
で
の
年
々
に

於
け
る
、
関
税
の
存
否
及
其
額

ε、
米
穀
輸
入
量
ご
を
比
照
し
て
示
せ
ば
、
左
表
の
如
き
有
様
で
あ
る
。

無 嗣 来
税控

末
段
輸
入
賞

軸

明
泊
三
十
八
年
大
月
三
十
一
日
誌

第
二
十
一
巻

2主
蜘

四一斗

四
ョI

官官

議

車
岡
、
と
閥
掛

A
b
閥
係
に
就
て

食糧局第=衣米般続計 9頁及附録 (-2頁
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ヒ
H
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H
以
俊

九
月
三
十
日
起

寸
月
一
日
以
後

明
治
三
十
九
年

同

四

十

年

間
四
十
一
年

同
凹
十
二
年

司
四
ト
一
二

F

b
p
-
=一三

~~ 

同同岡 IPJ同同

四
十
凶
年
七
月
十
六
日
迄

七
月
十
七
日
以
後

七
月
二
十
八
日
記

七
月
二
寸
九
日
以
後

九
月
三
十
日
迄

寸

H
一
日

M
後

向 同 同 同 同 同 同e 同同同大
jE 

一
五
年

二

年

三

担

十

四

年

五

年

六

年

七
年
十
且
三
十
一
日
畠

十
一

H
一
日
以
後

凡

年

丸
年
十
月
三
十
一
日
塩

十
一
月
一
日
以
後

鎗

-

3

六
回
、
一
(
:
:
:
回
、
六
三
人
J
ニ
六

h

大
凹
、

o-

円
山
、
0
・
-
-
・
・
:
一
一
、
四
四
O
、
四
三
回

大
四
、
0
・
:
・
-
・
:
一
一
.
七
O
λ
‘
一
O
六

六
四
、

o
:・
・
:
・
一
、
九
四
一
、
山
一
七

六
回
、
0
・
・
;
・
・
:
-
、
=
一
二
五
.
二
四
三

六
四
、
0
・
・
・
・
:
・
九
一
入
、
大
ニ
七

ハ
問
、

o

一
、
じ
一
丸
‘
五
六
六

一
O

O
、o

穴
四
、

o

一口

O
、o

一
O
O
、

o
:
:
:・
一
一
、
ニ
一
ニ
阿
、
凹
三
七

一
0
0
、
0
・
・
:
:
!
=
一
、
六
三
七
二
一
六
九

一
0
0
、

o
:
:
:
一一、

o-コ
一
二
ハ
凹
凹

一
0
0
、

o
:
:
:
:
・
四
五
七
、
六
O
六

一
0
0
、

o
:
:
・
・
:
三

C
丸
、
一
五
λ

一
0
0
、
0
・
・
:
・
:
-
-
-
五
六
回
二
ユ
七
六

一0
0
、
οd

先
陣
}
・
:
:
四
、
穴
囲
士
、
}
大
λ

兎
酷
・
・
:
:
凹
、
六
四
一
一
、
=
一
λ
ニ

兎

除

)

一
0
0
、

o
~
:
j
i
-
-四
七
一
、
0
λ
=
一

日

第
二
十
一
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六
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回
大
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同同同同同同問問

十
年
十
一
周
二
十
-
日
韮

十
一
月
二
十
二
日
以
後

十
一
年
十
月
三
十
一
日
迄

十
一
月
一
円
以
後

十
二
年
九
月
十
↑
日
迄

九
月
十
二
円
以
後

十
三
年
七
月
三
十
一
日
諸

λ
周
一

H
以
後

」

(

し

0
、o-

党
除
一
・
:
:
・
一
、
五
九
車
二
ニ
七
八

免
除
一
:
:
:
=
一
、

O
四
=
一
、
九
一
一
一

一0
0
、0
』

一0
0
、o-ヤ

:
・
・
一
、
七
六
九
、
五
五
凹

発

酷

』

克

酷

}
一0
0
、G
』

・

:
:
I
l
l
1
1
1
1
1
1
t

右
表
に
就
い
て
是
を
制
れ
ば
、
関
税
の
存
一
台
及
其
額
の
高
低
ぜ
外
米
総
入
量
正
の
聞
に
は
、
殆
A
Y」
指
示
す
る

仁
足
る
は
ど
の
聞
係
が
表
は
れ

τ居
ら
泊
。
郎
も
例
へ
ば
明
治
四
十
四
年
に
於
て
は
、
闘
税
額
は
一
白
斤
に
つ
き
従

来
六
十
四
銭
に
っ
た
も
の
が
一
固
に
増
加
せ
ら
れ
た
る
に
拘
ら
字
、
輸
入
量
は
前
年
に
比
し
始
ん
ど
倍
量
に
重
ん

た
る
ほ
ど
り
増
加
を
一
市
し

τ居
る
。
叉
大
正
七
年
十
一
月
一
日
以
降
大
正
八
年
を
通
じ
て
閥
税
は
免
除
さ
れ
た
る

5面

議

米
個
と
山
剛
枕
と
の
刷
僚
に
就
て

第
二
十
一
審

集

観

四
七
)

凹
4二

市~~毎開岬町榊占鞠糊蝉糊附附附師免柄欄掛3示場納得.J.~~蜘 川

に
拘
ら
す
、
輸
入
量
は
多
(
増
加
せ
歩
、
八
年
の
総
入
量
は
閥
税
が
十
月
末
日
迄
は
存
し
て
局
た
七
年
の
輸
入
量

ぜ
伯
仲
の
聞
に
在
る
o

又
大
正
九
年
に
は
十
月
末
日
迄
関
税
は
話
回
除
さ
れ

τ居
た
の
に
、
茸
ハ
の
輸
入
量
は
前
年
の

一
割
に
し
か
及
む
で
居
ら
泊
ほ
Y
』
の
少
量
で
あ
っ
た
。
た
uv
僅
か
に
大
正
十
一
年
に
於
て
、
前
年
十
一
月
二
十
ニ

日
以
降
其
年
の
十
月
末
日
迄
闘
税
兎
除
あ
っ
た
の
仁
封
勝
し
て
、
験
入
量
も
前
年
仁
比
し
倍
額
の
増
加
を
示
し
居

る
を
見
る
。

す
べ
て
ニ
ん
な
風
だ
か
ら
、
我
国
に
於
げ
る
外
米
輸
入
量
の
増
減
は
、
常
に
閲
税
の
存
否
高
低
正
直
接
呼
騰
し

て
増
減
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
認
め
ね
ば
な
ら
泊
。
然
る
仁
米
穀
輪
入
量
の
増
減
は
、
内
地
に
於
り
る
米
作
の
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J
r
vえ
h
Z
H』
存

p
h
司
〕
4
4
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l
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J
r
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マπ時 F

論

議

最
慣
ル
」
閥
砥
と
の
闘
係
に
就
て

第
二
十
一
巻

(第一一担

~g 
J、

Eヨ
J、

放
況
己
米
債
の
高
低
=
に
依
っ
て
動
か
さ
る
、
所
の
甚
.
に
直
接
な
る
は
、
宰
4

ふ
べ
か
ら

F
る
所
で
あ
っ
て
、
其
閥

の
閥
係
の
頗
る
密
接
な
る
は
、
前
に
第
一
表
及
第
二
表
の
一
不
す
所
に
依

τ見
る
も
明
か
で
ゐ
品
。

ぜ
も
か
(
我
固
に
輸
入
苫
る
、
外
岡
産
米
は
、
内
地
に
於
り
る
米
毅
供
給
の
不
足
し
、
米
価
恨
の
騰
貴
せ
る
場
合

に
、
英
の
補
充
ご
し
て
総
人
苫
る
、
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、

之
に
闘
枕
の
賦
諜
古
る
、
古
否
己
、
又
を
の
税
額
の
高

低
E
は
、
多
〈
そ
の
輸
入
量
を
増
減
せ
し
む
る
カ
を
有
せ
今
、
税
は
高
〈

z
b園
内
仁
入
用
な
だ
り
は
輸
入
せ
ら

れ
、
税
は
見
除
古
れ

τも
圏
内
の
米
穀
供
給
潤
涼
で
、
米
倒
低
安
な
る
際
に
は
あ
ま
b
多
C
の
轍
入
を
見
な
い
。

従
て
我
闘
に
於
り
る
米
殺
総
入
嗣
税
の
存
否
ご
高
低
ご
は
、
共
の
輪
出
国
た
る
各
地
方
に
於
け
る
米
殺
の
相
場
に

謝
し
て
は
、
殆
ん
ど
多
〈
之
を
動
か
す
に
足
る
だ
け
の
影
響
を
及
ぼ
し
得
F
る
こ
ご
、
な
る
の
で
あ
る
。

苫
て
右
は
我
闘
に
於
け
る
米
穀
輸
入
閥
税
が
、
米
穀
輪
出
地
に
放
り
る
相
場
に
影
響
を
及
ぼ
せ
る
や
否
ゃ
に
就

い
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
失
に
翻
っ
て
聡
入
関
税
が
我
岡
内
市
場
に
於
付
る
轍
入
米
相
場
に
費
し
て
如
何
な
る
影

響
eT
及
ぼ
す
か
に
就
い
て
窺
つ

τ見
る
。

我
闘
に
於

τ米
穀
輸
入
闘
枕
の
初
め

τ創
設
せ
ら
れ
た
る
は
明
治
三
十
八
年
七
月

ω-】
古
で
わ
る
が
、

そ
の
創

設
せ
ら
れ
た
る
以
後
芭
そ
の
以
前
正
に
於
て
外
闘
米
相
場
は
如
何
に
相
違
せ
る
か
・
共
の
相
違
に
依

τ外
岡
米
輸

入
闘
枕
の
及
ぼ
せ
る
影
響
の
有
無
を
確
か
む
る
を
得
る
や
否
ゃ
に
就
い
て
は
、
私
以
前
論
文
に
於
て
か
な

b
精
密

仁
之
を
探
究
し
た
。

ε
L
て
探
究
の
結
果
、
関
税
は
た
し
か
に
外
岡
米
相
場
を
騰
貴
せ
し
め
た
る
ニ
Z
を
確
め
得



た
。
然
L
乍

ιそ
の
騰
貴
の
程
度
に
至
つ
て
は
、
関
税
額
の
全
額
に
は
及
び
得
な
い
ー
で
、
禁
の
一
部
分
に
し
か
及

ぴ
得
予
、
従
て
其
の
一
部
分
は
内
地
の
外
米
消
費
者
の
負
携
ご
な
り
た
る
も
、
残
り
の
部
分
以
内
地
の
外
米
轍
入

商
人
芭
輪
出
地
の
取
扱
商
人
吉
の
何
れ
か
若
〈
は
そ
の
双
方
か
に
依

τ、
負
捻
さ
れ
た
h
z
見
る
外
な
き
こ
Z
を

も
確
め
得
た
。

然
ら
ば
北
(
後
に
於
け
る
質
放
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
試
に
一
仰
戸
に
於
り
る
輪
入
外
凶
米
相
場
に
服
し
て
事
怖
を

窺
つ

τ見
る
。
先
づ
西
頁
白
米
ご
等
米
)
の
卸
貨
碩
格
月
別
表
の
朋
ゆ
ぺ
き
も
の
が
ゐ
る
か
ら
、
之
を
大
正
八
年

よ
h
十
二
年
仁
捗
る
五
年
間
に
就

vτ
示
せ
ば
左
表
の
通
b
で
あ
る
。
(
百
斤
賞
償
絡
)

一
月

三三一口
一包・巴ハ同

八・一
E

U
も
・

A唱

宵・畠

唱-~八八三一

見弐邑究主月

大

正

入

年

同

九

年

同

十

年

同

十

一

年

同

十

二

年

三
月

=一・今一
一A
・七口

千
室

ロ・三一
宇
苫

四
月

一一一・九恒
一八・匂口宇喜一

包・一五
唱・温

五
月

?
?
七
日

開
・
宮
署

A

・-一五-

大

H
一同・一五

一点・ペ也
咽
・

8
1

・九月八
八・喜一

七
月

一山一・
2
E

一同・同匂
宇
田
車

台・=一八・口八

1= -;:唱':'守 λ
~~~高畠Il

右
表
の
数
字
中
f

v

ッ
ク
活
字
で
示
さ
れ
て
あ
る
部
品
川
は
関
税
(
百
斤
仁
っ
き
守
岡
)

?子千子干九
三三手手写弓 工手 J、日
晶品占、品川

十
周

一五・幸四
一一一・口一一

一口・吉
正・九五

」ハ・
A
A

一千白
4
4

=・-一亘
A

・同口向・一八
宇一三

十
二
月

一J7
一也

千
三

九・
e

一一
一

守
口
内

占・吾耳

の
存
L
た
附
期
の
相
場

で
あ
る
o

卸
も
大
正
九
年
十
月
末
日
迄
は
闘
税
が
見
除
吾
れ
て
あ
っ
た
が
・
同
年
十
一
月
一
日
よ
h
十
年
十
一
月

二
十
一
日
迄
は
闘
臨
時
が
復
活
せ
ら
れ
、
真
に
叉
同
年
十
一
月
二
十
二
日
よ
h
十
一
年
十
月
末
日
迄
兎
除
せ
ら
れ
、

米
偏
主
闘
枇
と
の
闘
係
に
就
て

同
年
十
一
月
一
日
以
降
十
二
年
九
月
十
一
日
迄
叉
宵
斤
雪
国
の
闘
税
が
認
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
試
に
闘

叢

論

第
一
一
十
-
容

第

披

四
九
)

四
九

『毅倒ノ研究』九七一一一一0四頁

第ニ究成政統計 44頁
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L
I
 

m
-
-

F
也
市

-

叫

論

議

来
慣
と
閥
枕
と
の
胸
係
に
就
で

第
二
十
一
容

K 
O 

宜

O
)

(
第
一
一
揖

枕
の
存
す
る
時
期
に
於
げ
る
相
場
ご
其
の
兎
除
さ
れ
花
時
期
に
於
げ
る
相
場
子
宮
照
し
合
せ
て
見
る
に
、
大
正
九

年
十
一
月
よ
h
十
年
十
月
に
至
る
一
年
間
に
は
関
税
賦
謀
せ
ら
れ
た
る
に
拘
ら
宇
相
場
は
却
っ
て
著
し
〈
下
落
L

て
居
る
。
郎
も
閲
枕
の
影
響
は
積
施
的
に
は
少
し
も
表
は
れ
て
居
ら
泊
。
若
し
此
の
時
期
に
も
陶
枕

ω影
響
ゐ
り

得
ぺ
か

h
し
正
せ
ば
、
そ
は
た
uv
・
関
税
な
か
り
せ
ば
真
に
下
落
す
べ
か

b
L
相
場
が
ゐ
の
程
度
の
下
落
で
止
ま

っ
た
の
は
関
税

ωお
陰

r
t
h
1
へ
ば
諦
へ
る
だ
け
的
こ
ご
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
然

L
倒
税
の
比
の
働
を
数
字
的
に
賞

諮
す
る
こ
ご
は
出
来
雛
U
o

寧
ろ
率
直
に
闘
枕
の
影
響
は
な
く
、
商
品
貝
米
相
場
は
大

E
七
、
人
年
己
引
続
き
一
般

的
に
内
地
市
場
に
於
け
る
米
艇
の
著
し
〈
高
か
っ
た
勢
に
辿
れ
て
、
従
て
外
国
米
に
謝
す
る
需
要
も
増
加
し
た
事

怖
に
漣
れ
て
、
勝
貨
の
勢
を
縞
り
て
居
た
の
だ
が
、
大
正
九
年
に
な
っ
て
は
、
例
の
経
済
界
の
克
落
の
怨
め
に
一

般
的
に
米
償
下
落

L
、
そ
れ
に
又
前
年
惑
の
外
岡
米
輸
入
量
も
多
か
っ
た
結
果
ご
し
て
、
百
円
買
米
相
場
も
下
落
せ

5
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
£
見
る
を
安
一
常
ご
す
る
。
そ
し
て
関
税
は
多
〈
此
的
下
落
の
勢
を
阻
止
す
る
仁
足
ら
な

か
っ
た
の
で
ゐ
る
0

(

そ
の
事
情
を
玖
ふ
る
に
就
い
て
は
誠
者
は
第
三
表
を
会
問
せ
ら
れ
た
い
)
。

衣
に
闘
税
苑
除
の
行
は
れ
た
る
大
正
十
年
十
一
月
以
後
の
一
ヶ
年
の
賊
況
に
つ
い
て
鬼
れ
ば
、
十
年
十
月
に
西

貢
米
相
場
は
著
し
t
騰
貴
せ
ん
と
し
、
前
月
迄
は
七
、
入
国
華

rっ
た
も
の
が
急
に
十
回
裏
に
上
ほ
っ
柱
。
そ
こ

で
十
一
月
二
十
二
日
以
降
関
税
弛
除
は
行
は
れ
た
の
ど
が
、
そ
の
結
果
騰
貴
せ
ん
正
せ
し
相
場
付
抑
へ
ら
れ
、
笠

月
は
入
固
塞
に
落
も
、
次
い
で
十
一
年
一
月
か
ら
は
七
回
牽
E
六
回
憂

tω
問
を
昇
降
す
る
税
度

ω値
頃
を
呈
す

一切ー
.""'A 



る
こ
己
、
な
っ
た
。
き
れ
ば
此
の
時
期
に
嘗
つ

τは
、
関
税
見
除
は
た
し
か
に
其
の
致
巣
を
表
は
し
相
場
を
安
か

ら
し
め
た
。
即
ち
大
正
拾
年
一
月
よ
h
十
月
に
歪
る
十
ヶ
月
平
均
相
場
は
七
回
九
拾
五
銭
に
っ
た

ωに
、
十
一
年

一
月
以
降
の
十
ヶ
月
半
均
相
場
は
七
四
八
銭
に
過
ぎ
す
、
共
間
略
ぽ
闘
税
額
に
近
い
下
落
を
見
る
ζ

t

が
山
市
市

た。

ε
L
て
北
(
の
附
期
に
嘗
っ
て
内
地
産
米

ω市
舗
は
決
し
て
下
落

L
て
は
居
千
、
却
っ
て
騰
貨
を
示
し
て
居
る

か
ら
、
布
の
下
落
が
内
地
米
相
場
の
下
落
に
促
百
れ

τ生
じ
た
も
の
正
見
る
こ
ピ
は
山
奈
川
H
o

郎
L
大
正
十
年
の

内
地
米
平
均
相
場
は
三
十
入
国
三
寸
一
銭
に
っ
た
り
に
、
十
一
年
の
平
均
相
場
は
阿
十
四
回
九
十
四
銭
ご
い
ふ
高

位
全
一
不

ιて
居
る
o
(
第
三
表
参
照
)

然
ら
ば
次
に
刷
税
の
復
活
せ
ら
れ
た
る
大
正
十
一
年
十
一
月
以
後
一
ヶ
年
聞
に
於
け
る
欣
況
は
如
何
に
吉
見
る

仁
、
前
越
の
如
く
拾
年

ω十
一
月
に
闘
税
見
除
に
な
っ
て
以
後
は
十
一
年

ω十
月
に
至
る
ま
で
、
相
場
は
漸
落
り

朕
況
を
呈
し
て
居
た
の
に
、
ト
一
年
十
一
月
か
ら
叉
開
我
が
復
活
さ
む
、
ピ
共
仁
相
場
は
漸
衣
服
貨
の
傾
向
仁
越

っ
た
の
に
、
十
一
一
年
の
一
月
以
降

ω
九
ヶ
月
平
均
で
は
七
回
七
十
銭
ご
な
っ
て
居
る
o

関
税
金
額
に
は
及
び
待
な

" "wu_>刈 j勺 ョ イ マ 吋 た

じ

τし
ま
っ
た
。
卸
丸
協
枕

ωな
か
っ
た
十
一
年
的
一
月
以
後
十
月
に
歪
る
十
ク
月
の
卒
均
相
場
は
七
回
七
銭
に

、.、，、

l
u
L刀

ご
も
か
く
相
場
を
勝
北
せ
し
め
た
-
』
ご
は
守
は
れ
な
い
o

そ
[
て
共
関
内
地
産
米
相
場
は
如
何
に
動
い
て

腐
る
か
ご
い
へ
ば
、
之
さ
は
反
劃
に
、
十
一
年
平
均
の
問
十
四
回
九
十
四
鋭
か
ら
十
二
年
の
四
十
一
回
二
十
一
銭

に
下
落
し
て
居
る
O
(

両
賞
米
大
正
十
一
年
金
年
平
均
相
場
は
六
回
九
十
二
銭
で
十
二
年
山
り
そ
れ
は
七
岡
五
扮
入
銭

諭

議

ル
本
側
と
刷
剛
枇
と
の
刷
係
に
就
て

都
ニ
十
一
巷

(品一一瞬

豆王

) 

丑T



τJ'II 

ー l

第
二
十
一
審

第

抗

主E

) 

論

議

4
4
倒
と
胤
措
と
白
胤
係
に
就
て

で
あ
る
O
)

し
て
鬼
れ
ば
此
期
に
於
け
る
両
貢
米
の
山
崎
立
は
閥
税
の
影
響
E
見
る
外
は
な
い
。

幽幽

是
に
出
陣
工
似
れ
ば
西
支
米
に
在
つ
℃
は
、

前
に
大
正
九
年
に
閲
枕
の
復
活
さ
れ
た
時
に
は
、

賞
せ
し
む
る
に
足
ら
守
、
北
(
の
下
落
の
勢
は
開
秘
あ
る
に
拘
ら
す
著
し
〈
表
は
れ
た
が
、
体
悼
の
大
正
十
一
年
の
闘

闘
枕
は
相
場
を
騰

五

た
る
時
期
に
嘗
つ
イ

L

は、

相
場
を
下
落
せ
し
む
る
こ
ご
が
山
市
市
た
o

然
ら
ば
大
慨
仁
於

τ、

そ
れ
の
み
な
ら
す
‘
立
(
の
中
間
胸
税
免
除

ω行
は
れ

関
税
の
働
は
相
場
の

税
復
活

ω際
に
は
、
相
場
を
騰
貴
せ
し
む
る
力
を
一
平

L
た
o

上
に
去
は
れ
、
少
か
ら
ざ
る
影
響
を
輿
へ
た
ち
ピ
説
ひ
得
る
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

然
し
之
は
た
ャ
画
一
一
員
米
に
闘
し
て
の
こ
ご
で
あ

h
、
叉
た
い
大
正
人
年
以
降
の
五
ゲ
年
闘
に
表
は
れ
た
い
Y

け
の

現
象
で
あ
る
o

私
共
は
延
に
他
の
場
合
に
つ
い
て
探
究
を
進
め
て
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
紳
戸
に
於
り
る
闘
賞

白
米
(
特
等
米
)
卸
資
相
場
に
つ
い
て
岡
山
械
の
山
剛
山
設
を
試
む
る
。
併
し
之
に
闘
し
て
は
数
字
材
料
が
大

E
十
一
、

年
だ
り
し
か
諮
っ
て
居
な
い
か
ら
、
止
を
得
点
γ
そ
れ
だ
け
に
就
い
γ

て
搬
出
制
す
る
o

(
百
斤
煩
栴
)

子 T 六
完弓月

?干七
完詰 IJ

八
月

じ
・

2
A

・宍

千三・九
圭 tiJj 

'包長=

ささ百

宇 F問
先詰月

五
H

包・一口
八・田一

官八一

宅 8 B 

一一月
A

・一一一
宇
き

大
正
十
一
年

同

十

二

年

右
表
の
一
ボ
す
所
に
よ
れ
ば
、

大
正
十
一
年
十
月
ま
で
は
閥
枕
が
品
目
除
さ
れ
て
居
た
の
に
、

斤
一
回
の
開
枕
が
説
せ
ら
る
、
こ
記
、
な
っ
た
結
山
本
正
し

τ、
佐
川
枕
に
っ
た
十
一
年
に
於
1
は
一
月
以
降
相
場
は

そ
の
十
一
月
か
ら
百

;;;-" :..-.;:十

主三 H

十
一
月

均・一一一F
一一四

十
二
月

宇一一口
宇
垂

漸
落
し
て
屑
た
の
が
、
十
一
、
十
二
月
に
は
ま

r閥
枕
の
影
響
は
表
は
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
十
二
年
一
月
以
降

ど
な
っ
て
は
、

川
mM併
川
市
八
リ
迭
に
山
川
じ
C
ボ
円
』
ハ

H
立
J
γ
I
F

は
る
一
-
♂
-
げ

H
K刊
h
o
日

μ
一
〕
i
-

、
、
匂
今
司
令
島
宇
目
。
，
，
A
F
4
~
一

t

;

l

i

-

-

泊

l
l
J

一...._...;，.....，-..，p--

ま鞍統計 43T1 

41州糊酔い
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ご
な
っ

τは
、
相
場
漸
騰
の
勢
に
酬
明
じ

τ来
た
有
様
を
鬼
る
ニ
芭
が
山
来
る
o

郎
も
大
正
十
一
年
一
月
以
後
十
ケ

月
間
の
平
均
相
場
は
七
回
三
十
二
銭
ピ
っ
た

ω
仁
、
十
二
年
一
月
以
後
の
九
ゲ
月
半
均
相
場
は
七
回
九
十
五
銭
ご

な
っ
ロ
。
此
間
内
地
産
米
相
場
は
ど
い
ふ
に
大
正
十
一
年
の
全
年
中
均
相
場
四
十
四
回
九
十
四
銭
に
っ
た
も
の

が
、
十
二
年
の
平
均
相
場
は
四
十
一
回
二
十
一
銭
に
下
落
し

τ居
る
か
ら
、
右
出
削
賞
米
相
場
の
騰
貴
は
内
地
米
相

場
に
促
さ
れ
て
生
じ
た
現
象
で
は
な
〈
、
叉
内
地
米
が
安
い
ー
も
の
に
か
ら
闘
賞
米
に
針
す
る
需
要
り
培
L
た
る
匁

め
に
生
じ
た
現
象
ご
も
見
ら
れ
な
い
V

O

会
〈
関
税
の
復
活
さ
れ
た
る
矯
め
仁
表
は
れ
た
も
の
ご
見
ゐ
外
は
な
い
。

卸
も
闘
税
は
闘
賞
米
相
場
の
上
に
其
の
妓
川
市
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
大
正
十
二
年
九
月
に
閲
枕
免
除
さ
る
、
ご
共
に
惣
月
か
ら
は
繭
貢
米
相
場
は
下
落
し
始
め
た
。
入
国
壷

か
ら
念
に
六
回
議
に
落
も
、
惣
々
月
か
ら
年
末
迄
七
園
長
一
に
止
ま
っ
て
目
的
た
。
然
L
此
山
時
期
は
山
剛
山
県
大
震
災
の

時
期
に
常
っ
て
居
る
か
ら
、
相
場
下
落
の
原
凶
が
闘
枚
免
除
以
外
、
外
側
米
の
輪
入
供
給
増
加
其
他
の
事
情
に
も

存
す
る
を
否
み
難
い
。
併
し
閲
税
品
目
除
も
其
の
原
因
を
潟
し
て
居
る
こ
ご
は
守
ひ
難
い
所
で
あ
ら
う
。

次
仁
一
脚
戸
に
於
り
る
旧
時
羅
白
米
二
等
米
)
の
制
寅
債
格
に
つ

ν
て
同
伎
の
捌
袋
を
試
む
る
o

之
に
つ
い

τは
大

二
年
だ
り
し
か
数
字
の
用
ゆ
べ
き
も
の
が
な
い
か
ら
、
そ
れ
だ
け
に
つ
い
て
昆
る
が
、
大
正
十
一
年
十

正
ナ

一
月
に
閥
枕
が
復
活
き
る
、
ピ
共
に
、
そ
れ
ま
で
漸
落
の
放
況
を
呈
し
て
底
た
相
場
は
逆
に
段
々
騰
貨
の
勢
に
特

ι、
我
山
机
随
一
貝
米
や
西
貢
米
に
於
り
る
ご
異
る
所
が
な
い
。
的
も
十
一
年
の
平
均
相
場
は
百
斤
七
回
五
十
六
銭
に

議

諭

来
倒
と
闘
世
と
の
削
係
に
就
て

(
第
一
腕

第
二
十
工
笹

査，

) 

王

第二女斑穀統計 44fi
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一暗
H

.国

(
品
一
挽

第
二
十
一
審

両市

議

米
倒
と
川
棚
柑
と
山
側
係
に
就
て

五
l叫

五
回

っ
た
も
の
が
、
十
二
年
仁
は
平
均
八
回
二
十
悶
銭
古
な
っ
た
。
正
に
七
十
銭
の
他
聞
を
示
し
、
闘
枕
金
額
に
は
及

VA
郎、1
0

、夕、ド、

I
7
a
u
均

ご
も
か
〈
開
校
は
相
場
e
T
高
か
ら
し
め
た
。

弐
仁
一
利
戸
仁
於
け
る
東
京
白
米
ご
等
米
)
卸
責
煩
物
仁
つ

ντ
見
れ
ば
、
大
正
九
年
十
一
月
に
関
税
が
復
活
古

れ
た
る
、
よ
り
、

相
場
は
如
何
に
縫
動
L
た
が
ご
い
へ
ば
、

並
(
の
附
税
の
斜
め
に
勝
良
せ
し
め
ら
る
、
、
こ
さ
は
な

(
大
い
に
低
落
し
た
。
印
ち
大
正
九
年
一
月
以
降
十
月
迄
の
平
均
相
場
は
百
斤
十
五
回
十
八
銭

rっ
た
の
に
、
十

年
一
月
よ
り
十
月
迄

ω平
均
相
場
は
八
回
十
二
銭
に
し
か
及
び
得
な
か
っ
た
。

さ
れ
ば
此
の
時
期
に
常
つ
て
は
前

に
両
貰
米
に
つ
い
て
之
を
不
L
ぺ
肋
正
阿
保
に
東
京
米
仁
在
っ
て
も
、
関
税
は
積
極
的
に
相
場
を
騰
貴
せ

1
む
る

に
足
色
歩
、
若
L
共
働
ゐ
り
た
り
ご
せ
ば
、
そ
は
た
い
関
税
な
か
り
廿
一
ば
互
に
大
に
相
場
下
落
を
見
べ
か

h
し

仁
、
関
税

ωあ
っ
た
銭
的
仁
、
ゐ
山
科
度
的
下
落
で
す
む
に
ご
い
ひ
符
る
に
過
ぎ

ρ
。
東
京
米
仁
つ
い
て
は
大
正

十
一
、
十
二
年
内
相
場
が
一
不
さ
れ
工
な
い
)

以
上
阿
賀
米
ご
闘
賞
米
ピ
混
雑
米
ご
京
京
米
ご
め
各
々
に
つ
い

τ肌
楽
し
た
所
仕
綜
合
し
て
改
ふ
る
に
、
輸
入

外
側
米
に
在
つ

E
は
、
関
税
は
か
な
b
著
明
に
共
影
響
を
相
場

ω上
に
表
は
し
て
居
る
唱
」
ピ
が
認
め
ら
る
、
。
然

か
も
並
一
影
響
は
大
正
十
一
年
に
於
げ
る
閲
税
復
活
の
際
仁
於

τ最
も
著
明
で
あ
っ
て
、
北
一

ω復
活
苫
れ
た
る
約
一

年
間
に
於
て
は
、
内
地
米
相
場
は
か
な
り
大
き
な
下
落
を
示

L
て
居
る
に
拘
ら
子
、
外
側
米
の
方
は
却
っ
て
勝
賞

じ
た
の
で
あ
る
o

従
っ
て
そ
の
勝
武
は
関
税
の
謀
せ
ら
れ
た
る
結
巣
正
見
る
外
は
な
く
、
若
L
輸
出
地
に
於
て
其

第二主未設統音1-44頁

同書向上

15) 
16) 

~" 一一一一円州



、〆冒l

の
輸
出
米
の
相
場
を
高
か
ら
し
む
る
有
力
な
る
原
闘
が
存
在
し
た
な
ら
ば
格
別
だ
が
、
然
ら
5
る
限
h
.
我
闘
内
¥

に
於
り
る
聡
入
米
相
場
の
高
炉
っ
た
の
は
、
閥
枕
の
影
響
己
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
L
藷
に
は
輪
出
地
に
於
げ
る
蛍

時
の
米
償
問
肌
況
を
見
る
材
料
が
無
い
か
ら
、
閲
枚
以
外
に
在
っ
て
外
岡
米
相
場
を
高
か
ら

L
め
た
る
べ
し
さ
恩
は

る
、
事
情
の
指
摘
論
認
す
べ
き
も
の
が
な
い
。
同
時
に
叉
蛍
時
閥
枕
の
潟
め
に
表
は
れ
た
相
場
騰
此
の
程
度
に
至

つ
て
は
、
関
税
金
額
に
は
及
ぶ
能
は
す
、
従

τ閲
枕
の
一
部
分
は
我
が
圏
内
の
一
外
米
消
費
者
に
依
っ
て
負
強
せ
ら

れ
た
け
れ
ど
、
其
の
一
部
分
は
外
米
総
入
商
人
又
は
生
産
地
の
生
産
者
の
何
れ
か
に
よ
っ
て
負
強
せ
ら
れ
た
も
の

吉
見
る
-
』
ご
が
出
来
る
。

次
に
関
税
の
影
響
は
、
大
正
九
年
の
闘
税
従
活
の
時
期
に
際
し
て
は
、
何
れ
の
産
地
外
米
に
於
て
も
積
樋
的
に

共
の
我
岡
内
に
於
け
る
相
場
を
騰
貴
せ
し
め
た
る
所
な
く
、
共
働
は
消
属
的
に
終
っ
た
。

そ
し
て
大
正
十
年
の
闘
税
品
目
除
期
に
在
つ
て
は
、
関
税
は
叉
明
か
に
其
影
響
を
示

L
、
外
米
相
場
を
下
落
せ
し

め
た
。
郎
も
其
の
時
期
に
嘗
つ

τは
内
地
産
米
の
相
場
は
騰
貴
し
た
の
で
ゐ
る
か
ら
、
外
米
相
場
の
下
落
は
関
税

兎
除
の
結
果
吉
見
る
外
は
な
い
wo
然
か
も
其
の
下
落
の
程
度
は
閥
税
額
以
上
に
及
な
で
居
る
。

古
れ
ば
其
の
嘗
時

外
米
輸
出
地
に
於
て
輪
出
米
欄
格
を
下
落
せ
[
む
る
他
の
有
力
な
る
原
因
の
古
併
せ
ざ
る
限
り
、
我
が
輪
入
関
税
は

業
働
を
表
は
L
た
正
見
て
差
支
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
他
の
原
因
が
輸
出
地
に
於
て
存
在
し
た
か
否
か
を
立
鐙
ず

る
に
足
る
資
料
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
認
に
立
入
っ
て
論
議
す
る
鈴
地
が
な
い
o

し
か
も
倫
ほ
己
の
閥

叢

米
側
と
闘
稀
と
白
闘
俸
に
就
て

論

第
二
十
一
巻

静

雄

五
五
)

E 
五



下町

ιl 

;，，' 

論

米
価
と
胤
枯
止
の
闘
係
に
就

τ

第
ニ
十
一
巻

五
六

(
第
一
抗

豆
大

叢

殺
免
除
の
影
響
を
窺
ム
に
つ
い
て
は
、
手
許
に
在
る
材
料
で
は
、
た
u
y

西
貢
米
に
関
し
て
の
み
数
字
が
備
は
つ

τ

居
る
に
過
ぎ
旧
制
か
ら
、

そ
れ
に
り
の
材
料
で
結
論
め
い
た
・
』
ど
を
立
言
す
る
は
危
険
で
あ
る
宇
』
Z
も
認
め
ね
ば
な

ら
ぬ
。要

す
る
に
、
訟
に
周
ゐ
得
ら
る
、
材
料
に
け
に
依

t
槻
且
判
制
す
れ
ば
、
外
国
米
に
謝
す
る
聡
入
関
税
は
、
我
閥
内

に
於
け
る
外
国
米
相
場
に
謝
し
て
は
、

か
な
り
著
明
な
影
響
を
及
ほ
し
、
闘
税
賦
r
泌
さ
る
れ
ば
多
少
共
の
相
場
を

高
か
ら

L
め
、
関
税
品
目
除
き
る
叫
ば
多
少
相
場
を
下
落
せ
し
む
る
力
士
有
す
ご
見
て
大
池
な
い
o

問
よ
り
外
聞
米

相
場
は
大
館
内
傾
向
に
於
て
は
内
地
康
米
相
場
に
順
路
し
て
高
下
し
て
居
る
が
、
輸
入
関
税
の
存
厳
に
依
っ
て
、

其
の
大
勢
順
膳
の
中
に
在
っ
て
多
少
の
盤
調
e

伊
生
十
る
弐
第
で
あ
る
o

五

関
税
ご
内
地
産
米
債

前
項
に
論
示
す
る
所
は
・
米
穀
輸
入
制
枕
が
、
外
岡
よ
h
輸
入
苫
れ
た
る
米
穀
の
償
格
に
哨
到
し
て
如
何
な
る
影

響
を
及
ぼ
せ
る
か
の
駄
で
あ
る
が
、
次
に
鴨
じ
て
論
究
す
日
、
き
所
は
、
関
税
が
内
地
産
米
舗
に
封
し
て
如
何
な
る

影
響
を
及
紅
せ
る
か
の
鮎
之
で
あ
る
o

そ
L
て
此
貼
は
闘
税
が
内
地
に
於
り
る
米
殺
の
生
産
に
謝
し
て
保
一
議
関
税

E
L
て
の
貨
際
的
姑
武
力
を
有
す
る
や
否
ゃ
を
見
定
む
る
縛
め
に
は
、
甚
に
重
要
な
貼
で
あ
っ
て
、
恭
し
閥
税
の
存

騒
が
内
拙
産
の
米
穀
仁
謝
し
て
其
の
債
格
を
高
下
せ

L
U
る
働
を
有
す
る
'
』
ぜ
の
寅
詮
き
る
れ
ば
、

そ
は
保
護
闘

台、
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F
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枕
ピ
し
て
内
地
に
於
り
る
米
穀
生
産
を
抽
出
川
附
す
る
上
仁
叫
武
田
市
を
有
も
得
れ
ど
、
若
L
然
ら
中
し
て
其
心
存
肢
が
内

地
産
米
債
の
上
に
影
響
す
る
所
な
き
に
於

τは、

を
有
し
符
ざ
る
こ
吉
、
な
る
。

そ
の
存
廃
は
保
護
政
策
上
の
見
地
よ
h
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
意
義

此
駄
に
闘
す
る
賞
航
は
巣
し
f
L
何
う
で
あ
う
う
か
。
試
に
明
治
三
十
八
年
以
後
大
正
十
二
年
に
至
る
米
舗
の
月

別
品
回
勤
を
関
税
的
存
、
緩
及
並
(
卒
の
一
一
角
低
正
昭
一
し
合
せ
て
窺
っ
て
見
る
こ
芭
に
す
る
。

前
に
外
凶
米
内
地
相
場
を
一
不
す
場
合
に
帥
戸
市
場
に
於
り
る
そ
の
相
場
を
用
ゐ
行
い
か
ら
、
必
に
も
内
地
産
米
紳

戸
市
場
相
場
を
用
ゐ
る
。
(
米
肥
市
場
概
準
中
米
(
玄
米
)
一
石
山
崎
両
間
格
)

明
治
三
イ
八
年

同

三

十

九

年

同

凹

十

年

同

凹

十

一

年

間

四

十

二

年

同
四
十
一
二
年

間

同

十

例

年

大

正

正

年

同

二

年

間

=

一

年

同

凹

年

諭

叢

米
側
主
閥
横
と
の
闘
僻
に
就
て

S. .=-:. 

rm ~~ Jj 

Z ユ ー

き夫月

一回・向島
一九・一
E

一E
・四八一宇-軍

一E
・g
-
-
-
5
・-z

z ニ=
夫 g 月I I 

手 了凹

長~~ JJ 

-
R
・
問
問

一一口・き

号 ~ï，
公 詣 Jj

J
-
F
U
H
 

一一・刈証
一回・
-
Z

一唱・
2

-一口・若

一4
・4
Z
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号
7
天
量
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毘

ト
b
n
M
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i

L

I

F

E
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7

t
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E
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-四・一一言-田・舎一

一吉・一王
手
宰

第
ニ
十
一
審

第

腕

十
月
十
一
月
十
ニ

H

-ュ・寓八一一一
7
z
-
-
z
・一口

一千長一回・宍一四・一亘一一関
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一百・目一

一吉・一再一宵人八

一
吉
・
轟
圭
・
き

一八・一ニ
-Z
・八八

五
七
)

五
七

一

司

K

3

 

ゴ
了
一
記

一回・口同

一正・
E
ニ

一干口
A

一子会一

一
五
二
一
三

一
也
・
旬
ヱ
且

コ
7
2
5

-一一・九一
一車・匂瓦
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司思白

" 

姐峰

;" 

r

i

f

-

-

h

唯
J

1
4
1
4
1
 

一一ニ・九也
一九・
A

一

2

一2
・一{〕

同包・一
A

盟・七一

2
7
A
2
 

一王ハ・二一

吾
了
AAA

有
表
に
就
い
て
之
を
白
地
れ
ば
、
初
め
て
米
穀
閲
枕
の
設
り
ら
れ
た
明
治
三
十
人
年
に
於

τは
、
其

ω七
月
一
日

論

議

米
叫
と
胤
措
と
山
胸
部
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
第
一
一
世

五
F、

五
J、

に
閥
税
の
賞
施
苫
れ
た
る
以
前
ご
以
後
芭
で
は
、
米
側
紋
勢
仁
磁
化
が
認
め
ら
る
、
。
即
も
一
月
以
降
七
月
に
至

同同同同同同同岡

十十十九八七六五

年年年年年年年年

-E
・
央
一
完
・
喜
一
一
予
兜
天
-
一
同
一
元
・
一
四
元
・
奇
一
号
一
・
量
思
・
英

zz
・
2

E
・
富
田
口
・
J
Z
g
・主

望
-
h
n

同
一
目
・
守
一
}
一
千
九
・
品
目
附
子
口
A

q

7

1
…門附回
-
A
幽同一一一
-
A凶
叩

A
・
』
ハ
-
一
同
九
・
主
一
五
ユ
ニ
百
吾
一
-
品
目
川
正
也
・
-
一
一
角
川

5
・
吉
一
一
式
・
丸
一
一
長
・
九
且
一
石
・
D
h

一
予
一
時
這
・
=
一

π・
葦
呈
・
量
一
一
号
室
美
人
亘
同
了
一
也
元
・
一
ヨ

一芸-一一口一五
-
D
昔
一
正
・
三
五
九
二
回
日
44

・
喜
一
同
口
・
一
一
口
同
7
2
一
手
?
A
1
4

己
詰
・
一
つ
一
一
一
一
丁
九
一
一
邑
・
9
一-一一宇八口

元
・
口
九
昌
三
一
口
一
一
盲
人
亘
一
宇
一
量
吾
主
胃
一
五
事
完
一
面
・
量
一
ZE--z
一=一z
・
完
弓
・
雪
量
・
回
一
一
首
・
一
口

る
ま
で
は
米
側
聞
は
漸
落
の
形
勢
を
辿
っ
て
来

τ居
る
の
に
、
闘
枕
の
影
響
の
表
は
る
、
頃
か
ら
糟
じ
て
漸
騰
の
勢

に
向
ひ
八
月
以
降
月
々
に
騰
h
、
其
勢
は
翠
年
に
及
む
で
居
る
o

斯
(
て
六
月
末
日
迄

ω前
宇
期
ご
七
月
以
降
の

後
宇
期
ご
で
は
前
者
平
均
相
場
二
-
・

O
入
国
な
る
に
謝
し
て
後
者
平
均
相
場
は
二
一
・
七
一
で
雨
者
聞
に
六
十
三

九州内一

鋭
の
開
3
4
T一
見
た
o

郎
ち
米
価
慣
は
閲
税
額
全
一
怖
に
け
直
も
に
騰
貴
す
る
こ
正
は
な
か
っ
た
が
(
関
税
額
百
斤
に
つ

き
六
十
四
銭
一
一
理
)
正
も
か
〈
勝
賞
す
る
仁
王
つ
花
。
尤
も
此

ω一
勝
貨
は
他
面
内
地
米
殺
生
産
量
に
限
し
合
せ

τ七

波
ふ
れ
ば
、
明
治
三
十
七
年
に
は
五
一
、
四
三

O
J
ニ
一
二
石
の
寅
枚
あ
っ
た
も

ωが
ゴ
一
十
八
年
に
は
三
入
、

四酬細線、恥い h

二
、
五
六

O
石
己
い
ふ
著
し
い
減
牧
を
示
し
て
居
る
hr
ら
G

之
に
依
る
米
毅
供
給
減
少
の
待
め
に
表
は
れ
た
現
象

守』ゐ1



吉
見
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
北
(
の
減
牧
の
珠
想
の
つ
き
か
け
て
来
た
入
月
頃
hr
ら
米
調
騰
貴
の
勢
の
議

♂庁判V 川河川畑噌"，J-i

h
一
成
さ
れ
た
の
は
、
愈
々
以
て
此
心
事
怖
を
立
設
す
る
も
の
ご
謁
は
ね
ば
な
ら
凶
。

き
れ
ば
此
の
騰
貴

ω勢
は
其

後
引
納
言
米
政
量
比
較
的
少
〈
、
明
治
三
十
九
年
に
は
四
六
二
ニ

O
一
一
、
五
三

O
石
英
忽
年
に
は
四
九
、

O
五
二
、
。

六
五
石
Z
ハ
I
A
風
に
っ
た
縛
め
に
、
す
っ

Z
継
続
し
、
各
年
卒
均
相
場
は
前
表
に
之
を
見
る
が
如
〈
一
二
十
人
年

ω

二
了
三
九
回
は
翌
年
に
は
一
四
・

O
四
回
こ
な
h
次
年
に
は
一
五
・
五
二
回
正
な
h
次
年
仁

L
や
は

h
一五・

O
入

困
を
明
へ
る
有
徒
で
あ
っ
た
。

た
い
四
十
一
年
に
至
り
牧
獲
五
一
、
九
三
三
、
入
九
三
石
に
及

u
r勉
め
に
、
北
(
笠

年
は
叉
五
一
、
四
三
七
、
六
六
二
石
に
H
A
む
に
刷
局
め
に
、

四
十
二
年
に
は
相
場
下
が
り
卒
均
相
場
二
一
・
八
三
ご
い

ふ
数
字
を
見
る
こ
正
、
な
っ
た
。

、
副m

占辞

米
倒
ム
』
刷
枕
と
の
刷
怖
に
就
て

第
二
十
一
番

(
第
一
一
概

五
九
)

五
九

:;;議場巌榊晴樹醐糊鴨脚開明蜘撫騨欄暢掛抑制仰が仲叫r

此
開
明
治
三
十
九
年
に
は
十
月
一
日
よ
り
側
税
率
改
め
ら
れ
、
毎
百
斤
六
十
四
銭
ご
ぜ
ら
れ
た
が
、
前
卒
に
比

L
毎
一
白
斤
一
屈
の
差
を
見
る
こ
ご
、
な
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
ら
、
そ
れ
は
元
よ
h
米
欄
に
影
響
を
及
ぼ
す
は

Y一内
ζ

』
ご
で
は
ゐ
A

リ
得
な
か
っ
た
。

き
れ
ば
明
治
三
十
人
年
八
月
以
後
に
於
り
る
米
領
勝
良
川
り
勢
は
、

一
方
に
は
米
穀
牧
穫
量

ω減
少
正
い
ふ
大
事

質
ゐ
h
J
、
そ
れ
に
叉
新
に
轍
入
闘
税
も
賦
課
古
る
、
に
至
っ
た
銭
め
に
、
共
の
二
重
の
理
由
に
依
っ
て
促
さ
れ
た

現
象
吉
見
る
が
、
最
も
無
知
な
見
方
で
あ
ら
う
。
そ
の
勝
負
は
米
収
穫
の
減
少
に
原
図

L
関
税
賦
拠
仁
刺
戟
さ
れ

て
表
は
れ
た
現
象
ご
見
る
も
亦
大
渇
な
か
る
べ
〈
、
主
因
は
牧
穫
の
少
か
っ
た
こ
ぜ
に
存
し
、
副
因
Z
L
て
陶
枕
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(
第
一
統

米
叫
と
胤
枕
と
の
闘
Mm
に
就
て

節
一
十
一
笹

山

が
働
い
た
ご
見
て
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

次
仁
米
殺
閥
税
は
明
治
四
十
周
年
七
月
十
七
日
以
後
同
月
二
十
八
日
迄
毎
百
斤
-
固
に
増
吉
れ
た
が
、
七
月
二

十
九
日
か
ら
九
月
三
十
日
迄
は
再
び
百
斤
六
十
四
銭
に
低
減
せ
ら
れ
、
十
月
一
日
以
降
四
十
五
年
五
月
二
十
七
日

迄
は
ま
だ
汗
斤
一
聞
を
鵡
せ
ら
る
、
こ
ど
、
な
っ
た
。
此
附
米
側
は
如
何
に
麓
勤
し
た
h
r
z
見
る
に
、
七
月
に
は

前
月

ω
一
七
・
七
二
国
か
ら
一
人
・
六
二
国
に
騰
貴
し
た
り
れ
ど
、
之
は
一
月
以
降
引
鋭
い
て
漸
騰
の
勢
に
ゐ
っ
た

号
の
勢
の
表
は
れ
た
.
た
け
の
こ
己
で
、
別
に
関
税
の
影
響
の
窺
は
れ
る
ほ
ど
ゆ
著
し
き
縫
動
を
見
な
か
っ
た
。

次
で
入
、
九
の
ニ
ヶ
月
は
陶
枕
は
六
十
四
銭
に
下
げ
ら
れ
た
に
拘
ら
す
米
債
は
依
然
勝
此
の
勢
を
縦
け
所
論
端
場

期
相
場
を
市

L
T
居
る
。
そ

L
て
十
月
一

H
以
降
は
如
何
に
芯
見
る
じ
、
闘
放
は
一
回
闘
に
増
加
さ
れ
た
る
に
狗
ら

子
、
相
場
は
十
一
月
か
ら
下
落
し
翠
年
三
月
に
至
っ
て
漸
(
八
月
の
相
場
傑
単
に
ま
で
反
っ
て
来
た
。
)

き
れ
ば
此
の
時
期
に
賞
つ
て
は
米
同
恨
の
上
に
は
殆
ん

r何
等
閥
枕
の
影
響
の
認
む
ぺ
き
も
の
が
な
い
o

た
い
大

正
一
元
年
及
其
翌
年
に
於
て
米
舗
の
概
し
て
高
か
っ
た
こ
ご
に
は
多
少
附
税
増
徴
ご
い
ふ
一
品
質
が
原
悶
正
し
て
働
い

て
居
る
か
知
れ
叫
が
、
同
年
H
A
惣
年
に
は
米
殺
牧
穫
量
も
共
に
五
千
二
十
高
石
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
明
治
四
十
四

年
に
比
し
れ
五
十
高
石
も
減
牧
の
紋
践
で
ゐ
っ
た
か
ら
、
此
の
胡
怖
が
叉
米
同
胴
騰
貨
の
原
因
ご
し
て
働
い
た
所
も

見
逃
L
雛
hv
所
で
、
共
方
が
温
T

ろ
有
力
な
原
因
で
あ
っ
た
ら
う

t
思
は
れ
る
。

北
一
級
附
枕
は
大
正

t
h
v
ふ
の
は

七
年
十
月
末
日
ま
で
毎
百
斤
一
国
ご
い
u

ふ
卒
で
少
し
も
動
か
な
か
っ
た
に
拘
ら
宇
、
大
正
三
年
四
年
五
年
六
年
ピ

♂ r 
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引
絞
い
て
氷
牧
穫
量
の
著
し
く
多
か
っ
た
絡
め
仁
、
米
舗
は
又
著
し
き
下
落
を
来
た
し
、
三
年
目
ザ
均
相
場
は
前
年

ゅ r合理事招請詞

の
ニ
了
九
一
国
よ
り
急
仁
一
五
・
七
五
回
仁
下
h
、
北
(
後
引
ー
鋲
き
一
三
・

O
五
回
一
三
・
九
七
圏
一
九
・
八
一
回
正

い
ふ
朕
況
を
呈
L
た

ω
に
照
し
致
へ
て
、

さ
う
見
る
外
は
な
い
か
ら
で
あ
る
o

突
に
闘
枕
免
除
の
行
は
れ
た
大
正
七
年
十
一
月
以
後
大
正
九
年
十
月
末
日
迄
に
至
る
問
に
於
け
る
朕
況
は
ご
見

る
に
、
品
目
除

ω行
は
れ
た
大
正
七
年
十
一
月
か
ら
惣
年
の
上
宇
期
闘
は
七
年
入
H
A
H
A
十
月
の
相
場
に
比
す
れ
ば
や

、
低
い
相
場
を
見
る
こ
ご
が
出
来
た
り
れ
ど
、

之
は
閥
枕
弘
除
の
斜
め
に
表
は
れ
た
現
象
で
は
な
〈
、

新
米
が
山

廻
h'
所
説
山
盛
期
相
場
を
出
現
し
た
ま
で
の
こ
ご
で
、
共
の
期
間
内
に
於
て
も
相
場
は
漸
騰
の
勢
を
一
市

L
、
終
に

大
正
入
年
十
二
ゲ
月
間
の
卒
均
相
場
は
四
七
・
一
入
国
正
V
よ
縫
〈
ぺ
き
高
岡
側
一
ご
な
h
、
前
年
内
平
均
三
三
・
一

O

固
に
比

L
甚
し
き
懸
隔
を
生
じ
、
胸
枕
免
除
は
此
勢
を
如
何
ご
も
す
る
】
』
古
が
出
来
な
か
っ
た
o

そ
的
明
也
年
i
腕

税
は
引
縦
、
き
十
月
末
日
迄
免
除
さ
れ
て
ゐ
っ
た
に
拘
ら
去
と
相
場
は
依
然
J
し

τ高
〈
年
平
均
四
五
・
七
一
回
で

ト ー ー…一
一~時柿ゆが*'*刊に御時肱棚網i梯禅寺跡恰今吋吋抑*<\.t"，，\)~ふ IH~1~告人 y川

あ
っ
た
。

き
れ
ば
此
の
期
間
に
あ
っ
て
は
閥
枕
呂
田
除
の
放
川
市
は
積
極
的
に
は
認
め
符
ぺ
き
所
な
〈
、
強
い
て
レ
へ
ば
、
若

L
関
税
兎
除
な
か
り
せ
ば
一
具
に
騰
貴
す
べ
か
り
し
相
場
が
見
除
の
行
は
れ
た
る
泊
め
に
あ
の
税
度
の
騰
貨
で
済
む

rの
げ
い
さ
諮
は
h
y

謂
へ
る
ま
で
の
こ
ピ
た
る
に
過
ぎ
£
。
然
し
そ
ん
な
鵡
分
は
た
い

V

申
諜
的
な
叉
気
安
時
的
な
謂

分
た
る
じ
過
ぎ
5
る
は
、
勝
賞
の
勢
の
あ
ま
h
に
著
大
に
っ
た
こ
と
が

ι児
て
誰

ω目
に
も
明
か
で
あ
る
。
併
し

第
一
一
十
一
審

(第一一瞬

/、

君主

米
舗
と
蜘
枯
と
の
脚
係
に
就
て

言布
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論

議

米
慣
と
附
枕
去
の
刷
係
に
就
て

第
二
十
一
巻

(第一一揖

J、

た
に
崎
山
意
す
べ
き
一
』
ご
は
、
此
期
に
於
り
る
米
舗
の
驚
(
ぺ
き
騰
A
H
は、

一
般
物
倒
騰
賞
的
勢
に
連
れ

τ一
或
は
れ

た
現
象
で
、
主
ぜ

L
て
貨
融
市
岡
個
値
の
下
落
に
基
闘
す
る
か
ら
、
関
税
の
影
響
は
有
無
正
も
に
、
た
い
前
の
時
期
の

相
場
正
比
較
L
た
に
け
で
は
、
質
は
正
確
な
こ
ご
は
鵡
ひ
得
ら
れ
な
い
こ
ご
之
で
あ
る
o

之
を
確
か
む
る
潟
め
に

は
物
価
恨
指
数
を
援
用
し

τ研
究
を
試
み
ば
ね
な
ら
向
。

次
に
陶
枕
の
賦
政
せ
ら
れ
た
る
大
正
九
年
十
一
月
よ
り
翌
年
十
月
迄
ピ
、
又
そ
の
免
除
さ
れ
た
る
十
年
十
一
月

よ
b
翌
年
十
月
迄
ご

ω氷
山
に
就
い

τ見
る
に
、

九
年
よ
h
十
年
に
か
り
て
の
開
校
賦
訣
の
一
年
間
に
於

τは
闘

枕
の
積
樋
的
な
影
響
の
指
示
さ
る
べ
き
も
の
な
(
、
米
側
胴
は
闘
枕
あ
る
に
拘
ら
す
漸
落
り
勢
念
総
け
允
。
そ
し
て

其
の
後
の
一
年
間
は
闘
枕
辺
見
除
さ
れ
た
る
仁
拘
ら
す
、
米
間
閣
は
漸
次
勝
賞
L
h
c
郎
も
大
正
九
年
十
一
月
以
後
の

一
年
間
に
於
け
る

l
一
一
ヶ
月
平
均
相
場
は
三

0
・
三
九
固
な
る
に
、
次

ω
一
年
間
の
そ
れ
は
三
人
・
二
七
回
で
あ
っ

ヲ
」

o

b
t
e
 

次
に
又
大
正
十
一
年
十
一
月
か
ら
十
二
年
九
月
十
一
日
迄
は
閥
税
が
賦
謀
苫
れ
た
の
に
が
、
此
の
の
時
期
に
於

一小l

τも
亦
闘
枕
は
米
債
を
騰
貴
せ
し
む
る
に
足
ら
す
、
米
償
は
下
落
を
絞
け
そ
の
一
年
平
均
相
場
は
二
九
・
ニ

O
園

に
過
ぎ
す
、
前
年
の
三
入
・
ニ
七
聞
に
比
L
移
し
き
下
落
を
見
せ
た
。

き
れ
ば
大
正
九
年
よ
り
十
二
年
に
至
る
閃

ω三
時
期
に
つ
い
て
之
を
見
る
も
、
関
税
の
直
接
の
影
響
は
、
米
両
個

を
勝
ば
す
上
に
も
下
落
せ
し
む
る
上
に
も
、
何
等
積
極
的
の
働
Z
し
て
表
は
れ
た
る
一
腕
が
な
い
。
た
い
Y

若
し
そ
の

qバ バ!守宅

U 
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殺
果
ゐ
り
た
b
d
ご
せ
ば
、
ぞ
は
前
の
時
期
に
つ
い
て
之
を
見
た
や
う
に
、
関
税
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
一
見
に
騰
貴
す

べ
き
米
衡
が
ゐ
の
程
度
の
騰
貴
で
済
む

rの
H
L
E

謂
は
い
詣
ひ
得
べ
き
ご
、
一
奥
に
下
落
す
べ
か
b
し
米
価
慣
が
関
税

日
り
賦
課
さ
れ
た
る
品
川
め
に
、
あ
の
税
反
の
下
落
で
済
む
に
の
に
ご
、
調
は
u
y

調
ひ
得
べ
吉
正
に
過
ぎ
ぬ
。
然
し
か

か
る
泊
械
的
な
働
が
果
し
て
有
っ
た
か
無
い
か
に
就
い

τは
、
夏
に
立
入
っ
た
研
究
を
行
っ
て
、
之
を
論
語
せ
な

た
uv
そ
ん
な
謁
分
も
立
も
待
ぺ
b
d
可
能
性
ゐ
h
ピ

け
れ
は
な
ら
ぬ
次
第
で
、
そ
の
論
誌
の
行
は
れ

g
る
限
り
は
、

い
ふ
こ
ど
を
理
論
上
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

rり
の
こ
ど

T
あ
る
。

滋
仁
於
て
か
結
論
正
し
て
は
、
米
毅
閥
税
創
定
吉
れ
て
以
来
大
正
十
二
年
に
至
る
十
九
年
間

ω資
放
に
於
て
は
、

米
制
服
闘
税
は
存
厳
正
も
に
、
内
地
産
米
価
胴

ω上
に
は
、
殆
ん
戸
」
積
極
的
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
・
』
ざ
な
〈
、

そ
が
賦
課

き
る
、
も
米
側
は
騰
貴
せ
歩
、
そ
が
廃
止
さ
る
、
も
米
側
は
下
落
せ
な
か
っ
た
ご
調
ふ
事
」
ご
が
山
市
中
る
o
米
傾
は
闘

税
の
有
無
に
拘
ら
争
、
生
産
朕
況
の
如
何
に
依
っ
て
縫
到
し
o

叉
一
般
物
慣
に
件
っ
て
畿
勤
Lhι
。
そ
し
て
陶
枕

は
助
等
の
Mm阿
仁
依
る
米
舗
の
品
世
動
を
積
極
的
仁
特
換
せ

L
む
る
ほ
ど
の
カ
は
表
は
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
た
い
紳
戸
市
場
に
於
け
る
米
殺
相
場
に
就
い

τピ
け
の
論
訟
で
ゐ
る
が
、
東
京
市
場
及
大
阪
市
場
に
於

け
る
相
場
に
就
い
て
見
る
も
、
事
情
は
同
一
級
で
あ
る
。
盗
に
叉
真
に
一
々
論
詮
を
試
h
u

る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

総
べ
て
上
に
論
一
市
す
る
所
の
如
〈
な
る
が
放
に
、
之
を
総
括

L
て
孜
ふ
れ
は
、
我
闘
に
於
り
る
米
穀
輸
入
閲
税

は
、
総
入
さ
る
、
外
岡
米
の
内
地
市
場
相
場
に
謝
し
て
は
、
積
栃
的
に
之
を
動
か

L
、
関
税
賦
課
古
る
れ
ば
布
附
胴

議

h
A
W

一
蹴

諭

米
価
と
剛
税
、
と
の
闘
部
に
就
て

館
二
十
}
各

p、

ザ "，，;w.'

同書 3'頁及 32 ~.[ 
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六
回
)

を
高
か
ら
し
め
、
見
除
き
る
れ
ば
市
附
聞
は
下
落
す
る
古
い
ふ
現
品
誕
生
市
す
に
足
る
け
れ
主
、
内
地
に
於
て
生
産
苫

諭

叢

第
二
十
一
巻

，、
回

(
第
一
観

米
慣
と
胸
積
と
の
糊
悟
に
就
て

毛
、
米
殺
の
債
格
に
射
し
て
は
、
去
も
積
極
的
に
閲
枕
の
賦
認
さ
る
、
に
依
て
其
の
相
場
を
勝
負
せ
し
む
る
カ
を

有
せ
な
い
o

従
て
閥
枕
兎
除
き
る
、
も
内
地
産
米
慣
は
下
落
す
る
こ
=
が
な
い
。
郎
も
外
国
米
に
謝
す
る
ご
内
地

産
米
に
劃
す
る
の
ご
で
、
告
が
米
価
慣
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
は
よ
ほ
ど
題
を
具
に
す
る
こ
ご
が
、
結
論
三

L
て
成
立

ち
得
る
次
第
で
あ
る
o

認
に
於
て
か
、
米
穀
閲
枕
の
存
厳
ご
北
(
率
の
，
一
一
向
低
ご
は
、
枇
品
目
政
策
上
に
は
、
軽
か
ら
ざ
る
意
義
を
有
す
る
に

反
し
て
、
締
済
政
策
上
仁
は
|
|
切
言
す
れ
ば
内
閥
農
業
保
誰
の
勉
め
に
す
る
内
地
米
殺
生
産
竣
制
的
手
段
ご
し

て
は
1

|
殆

A
X英
の
妓
カ

ω認
む
べ
き
も
の
が
な
い
。
印
も
闘
税
の
'
仔
肢
芭
卒
の
一
両
紙
ご
は
、
外
国
米
を
消
費

す
る
無
産
階
彼
中
の
多
く
の
人
々
に
は
、
大
い
な
る
利
害
関
係
を
有
す
る
け
れ
ダ
」
、
関
税
あ
る
も
内
地
農
家
の
潟

め
に
米
欄
を
高
か
ら
し
め
て
共
の
利
盆
を
増
す
こ
己
は
な
〈
、
又
そ
の
苑
除
苫
れ
た
る
二
ご
も
血
居
生
産
者
に
直
接

の
利
害
関
係
を
及
ぼ
す
?
』
ご
は
な
い
。

以
上
私
の
論
議
は
、
数
同
学
的
に
十
分
な
る
精
椛
さ
そ
以

τ行
は
れ
な
か
っ
の
で
あ
っ
て
、
米
机
相
川
棚
枕
り
米
師
明
仁

及
ぼ
す
影
響
を
孜
察
す
る
に
就
い
て
は
、
そ
の
積
極
消
極
闘
方
面
苫
も
に
一
見
に
一
一
層
精
維
に
行
は
る
、
を
要
す

る
。
後
日
機
曾
を
得

τ夏
に
之
を
試
む
る
で
あ
ら
う
が
、

A
ー
は
た
い
γ

私
的
数
年
前
に
会
に
[
た
論
文
の
補
克
己
し

て
、
そ
の
粍
皮
の
論
究
を
匁
す
に
止
め
て
泣
〈
O


